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Ⅱ－３．感動塾・みちくさ 

 

(1) 内容 

 ｢感動塾･みちくさ｣は、子どもたちが身近な生活の中にあるものを題材として、仲間づくりを行い、協

力･創意工夫することにより、未知なる物への興味を喚起し感動する心を育むこと、合わせて科学や技

術への興味、関心を高めることを目的とした事業であり、平成１０年度から実施しています。本年度は、

規模を拡大し、広島市青少年野外活動センター、広島市三滝少年自然の家、広島市似島臨海少年自然の

家の３施設において実施しました。 

           (2) 共同開催 

               (財)広島市 ひと・まち ネットワーク、中国電力(株) との共催。 

           (3) 開催場所・開催日等 

               ① 広島市青少年野外活動センター 

・２００４年８月３日～８月６日 

・テーマ：「水と命の不思議」 

          自然界における水の役割を学び、また、水中の生物にふれることによって、生命の営みを 

感じ、感動させるとともに、人間と自然との共存について考えさせたい。 

・参加者：小学３～４年生４９名 

               ② 広島市三滝少年自然の家 

・２００４年８月２３日～８月２５日 

・テーマ：「ふしぎ 発見 感動体験 ～自然(風)とエネルギー～」 

          身近な物質である｢風｣をテーマに、実験・観察や自然とのふれあい体験を大切にしながら、 

自然のすばらしさ･不思議さを体感させ、合わせて科学や技術への興味･関心を高める。 

・参加者：小学３～４年生４８名 

               ③ 広島市似島臨海少年自然の家 

・２００４年１２月１１日～１２月１２日 

・テーマ：「海・・・その恵み」 

          藻塩作りやカヌーツーリング、海辺の自然観察などを通して海の恵について学ぶ。 

・参加者：小学４～６年生３０名 

           (4) 助成金総額 

               ２００万円(マツダ財団負担分) 

      

 

 

 

 

 

 


